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はじめに
2014 年 9 月 24 日， 制 度 的 革 命 党（Partido 






ることを発表した（La Jornada，25 de septiembre 
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メキシコにおける政権交代と外交の変容
（2006～2012 年）も PKO 活動を進めなかった。
以上の点から考えると，ペニャ＝ニエトは所属
















PRI 政 権（1946～2000 年 ） と PAN 政 権（2000
～2012 年）は異なる外交政策を展開した。本稿で
は前者を「伝統外交」，後者を「新外交」と呼ぶ。
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題に直面した。1 つは 1971 年の「ニクソン・ショッ

















































ギー計画」を提案する。1981 年 10 月には南北サ
ミットを開催し，先進国と途上国の橋渡し役を演


































では，PRI の一党支配体制の最後の 2 つの政権
の外交をみてみよう。サリーナス（Carlos Salinas 
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Free Trade Area of the Americas）構想への支持
を表明した（Ruiz Sandoval ［2010: 89］）。
この親 FTAA 路線が，南米との大きな衝突を



























62 LATIN AMERICA REPORT  Vol.32  No.1
メキシコにおける政権交代と外交の変容
築せず，政策転換の政治的コストも想定せずに外






で は， 民 主 的 革 命 党（Partido de la Revolución 
Democrática：PRD）候補のアンドレス・マヌエル・
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価を受け，ペニャ＝ニエトは 2014 年 2 月には米
国誌『TIME』の表紙を飾り，「メキシコの救世主」
とまで絶賛された。
し か し，2014 年 10 月 に 入 る と， ペ ニ ャ＝
ニエトの支持率は急激に下がった（Parametría 
［2014］）。その理由は，イグアラ市学生集団失踪












こうして，2014 年 10 月までは 50% であった
ペニャ＝ニエトの支持率は 2 カ月で 39% まで下
がり，不支持率は 58% になった。この支持率は
過去 20 年間で最低の記録である。ここまで嫌わ
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交」とあまり変わらない。しかし，2013 年 5 月
に政権の戦略と最重要課題をまとめた「国家開











































けない。これが今回の PKO 参加を説明する 1 つ
の要因である。
では，なぜペニャ＝ニエトは政権発足直後では
なく，2014 年 9 月に PKO 参加を表明したのだろ

































なお，2015 年 3 月 14 日には，4 人のメキシコ軍
人が国連の「ハイチ安定化ミッション」と「西サ
ハラ住民投票ミッション」に派遣された（Excelsior，












































限らない。しかも 2014 年 10 月以降の内政問題で
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コは 1.8%（14 位）を占めた。ブラジルの 2.9％（10 位）
よりは低いものの，ロシアの 2.4%（11 位）に近い
数字である（http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
jp_un/yosan.html）。2015 年 3 月 13 日。
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